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�	 主語が省略されている場合

（1） 「一般の人々」と考える

▲
 何をやるにしても、努力と辛抱なしにはそれを続けていくことはできな
い。
➡ Whatever you（may）try, you can’t keep it up without effort and 

patience.
➡ No matter what one tries,  one can’t continue it without e�ort 
   may try 
　 and patience.

基本例〈a〉

この文は一般論を述べていると考えられます。つまり述べられている事柄は
どんな人にでも当てはまります。したがって、誰でもよい「一般の人々」を指
す語を主語にすることになります。「一般の人々」を指す語には、you / one / 
people / weなどがあります。ただし、weは「我々↔その他の人たち」という
排他的な感じが残るためか少し子供っぽい感じがすることがあります。また、
oneだけは三人称単数扱いになることに注意してください。

英語とは異なり、日本語の文ではしばしば主語が省略されます。し
たがって主語が省略されている日本文を英文になおす場合には、

その主語を補って文を作らなければいけません。
また、主語が明記されている日本文でも、それをそのまま英文になお

した場合に不自然な英語になることがあったり、あるいは別の主語を用
いても英文になおすことができたりします。
この章ではそうした主語の取り扱いを学ぶことにします。

主語を何にするか
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